



































































































































































































































































































































































































































































































































1）バーンスタイン（Richard J. Bernstein）『科学・解釈・実践』:』（岩波書店, 1990年∧p. vii;



























































Ibid.,p∧124;（p.;レ15.）C仁デカルト（Rene Descartes）『省察』，p. 23］。;AT, VIL 7.
デカルト『省察』，p. 238; ATjX－レLよ




との関係」の問題だからである。Cf., F. Alquie, Descartes（E冊vres坤ilosophiquesし2, , GarnierFr己resス967,
pp. 405－406.




















Ibid.,p. 24］; AT, IX一乱し16.














35）《car peut-etre se pourrait-ilfaire si e cessais de penser， (que)je cesserais en meme temps　　　　㎜㎜■■㎜■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■













物を読んでも大きな利益を得ることはないであろう。……」（Ibid.,p. 233; AT, VII,9-10う　　更にIbid.,
p.231; AT, VII,8.も参照のこと。
38）Ibid.,p. 246-247; ATjXべL,21.
39）Ibid.,p. 247; AT, IX-L,21.









41）デカルト，前掲書, p. 247; AT, IX－L 21.
∠12）Ibid.,p. 249; ATjX一1, 22.
43）Ibid.,p. 249; ATjX一1, 22.
44）Ibid.,p. 249: ATjX一1, 22－2よ
45）Ibid.,p. 249; ATjX一1, 2よ
46）Ibid.,p. 244; ATjXべLバ18ブ人間の精神の本性について。精神は身体よりも容易に知られる　　　こと』，「第二省察」の標題そのものである。
47）Ibid.,p. 253; AT, IX一1, 26.
48）Ibid.,p. 254: ATjX一1, 26.
49）Ibid.,p. 254; ATjX一1, 26.
50）デカルト的コギトの再考ないし再解釈のために，本稿の第2章として∩l)白准〔考えること〕
－123 －
藤　江　泰　男
＝意識, （2）ガッサンディのデカルト批判，（3）非措定的自己意識と自己認識，或いは反省の問題，という展開を準備していたが，もはや論述する紙数がない。出来るだけ早い機会に，この課題を果たしたいと思う。
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